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念
願
の
同
窓
会
総
会
の
開
催

コ
ロ
ナ
禍
明
け
の
総
会
開
催
に
向
け
て

岐
阜
農
林
高
等
学
校
同
窓
会

�
会
長　
　

大　

西　
　
　

隆

大
変
な
猛
暑
が
続
い
た
今
年
の

夏
も
終
わ
り
、
秋
風
が
吹
き
始
め

る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
同
窓
会

員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

お
変
わ
り
な
く
ご
活
躍
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
何

か
と
同
窓
会
活
動
に
ご
協
力
を
賜

り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

三
年
以
上
に
渡
っ
て
全
世
界
を

大
混
乱
に
巻
き
込
ん
だ
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
も
よ
う
や
く
落
ち
着
き
を

見
せ
、
日
本
国
内
も
ほ
ぼ
平
常
な

経
済
活
動
、
通
常
な
市
民
生
活
も

戻
っ
て
き
ま
し
た
。
母
校
も
感
染

に
は
気
を
付
け
な
が
ら
も
、
通
常

の
学
校
生
活
が
回
復
し
て
い
る
よ

う
で
す
。
同
窓
会
活
動
も
こ
の
三

年
間
充
分
な
活
動
も
で
き
ず
、
会

員
同
志
の
交
流
や
母
校
へ
の
支
援

活
動
も
満
足
に
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
感
染
ピ
ー
ク

の
狭
間
を
ぬ
っ
て
昨
年
の
10
月
に

は
、
三
年
間
延
期
を
し
て
お
り
ま

し
た
母
校
創
立
1
2
0
周
年
の
記

念
事
業
を
盛
大
に
挙
行
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
多
く
の
同
窓
会

員
の
皆
様
方
か
ら
の
ご
支
援
が
あ

り
、
し
か
し
改
め
て
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

同
じ
く
同
窓
会
総
会
も
過
去
三

年
間
一
堂
に
会
し
て
開
催
す
る
こ

と
も
で
き
ず
、
書
面
に
よ
る
開
催

や
役
員
の
み
の
開
催
で
済
ま
せ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
今
年
は

感
染
も
落
ち
着
い
た
こ
と
で
、
会

員
一
堂
に
会
し
て
の
通
常
の
総
会

を
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
総
会
に
携
わ
っ
て
い
た

だ
け
ま
す
各
学
年
の
役
員
様
も
多

く
、
今
ま
で
に
な
い
盛
大
な
会
に

な
る
様
準
備
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。歴
代
の
校
長
先
生
を
は
じ
め
、

多
数
の
ご
来
賓
の
ご
出
席
を
い
た

だ
き
、
総
会
後
の
懇
親
会
も
盛
大

に
開
催
で
き
る
よ
う
に
予
定
を
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
多
数
の
会
員

の
皆
様
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
の
三
年
間
会
員
同
志
の
交
流

も
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

今
回
の
総
会
に
は
是
非
参
加
し
た

い
と
の
声
も
多
数
聞
か
れ
盛
大
な

総
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の

総
会
を
機
に
改
め
て
会
員
相
互
の

交
流
が
一
層
深
ま
り
、
今
ま
で
以

上
に
同
窓
会
活
動
が
盛
ん
に
な
る

こ
と
に
期
待
を
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
昨
年
開
催
し
た
創
立

1
2
0
周
年
記
念
事
業
を
通
じ
て

会
員
の
皆
様
の
母
校
へ
の
想
い
入

れ
が
い
か
に
大
き
な
も
の
で
あ
る

か
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。
同
窓

生
は
我
々
を
育
て
て
く
れ
た
母
校

が
、
今
な
お
心
の
中
に
母
校
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
と
し
て
生
き
続
け

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
そ
の
気
持
ち
を
持
ち
続

け
、
母
校
の
発
展
に
寄
与
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
10
月
7
日
の
母
校
同
窓
会

総
会
に
は
、
是
非
多
く
の
会
員
の

皆
様
が
出
席
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願

い
を
申
し
上
げ
、
会
員
の
皆
様
の

ご
活
躍
と
母
校
の
一
層
の
発
展
を

お
祈
り
し
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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会
員
か
ら
の
お
便
り

今
春
2
回
に
渡
り
、
私
が
在
学

1
年
生
の
時
に
科
目「
人
文
地
理
」

の
教
科
担
任
で
あ
っ
た
森
宗
一
先

生
の
自
宅
を
訪
問
し
ま
し
た
。
現

在
92
歳
で
す
が
、
今
で
も
畑
仕
事

を
や
ら
れ
る
ほ
ど
元
気
で
、
娘
さ

ん
と
一
緒
に
毎
週
喫
茶
店
へ
通
う

な
ど
、
仲
良
く
付
き
合
っ
て
お
ら

れ
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
又
、
奥
様
も
ご
健

在
で
、
住
ま
わ
れ
て
み

え
る
自
宅
の
近
く
に
ひ

孫
さ
ん
と
玄
孫
さ
ん
も

い
て
よ
く
遊
び
に
こ
ら

れ
る
と
の
こ
と
で
す
。　

そ
し
て
、
地
域
で
は
民

生
委
員
を
12
年
間
、
町

内
会
長
を
6
年
間
務

め
、
地
元
で
は
欠
か
せ

な
い
存
在
で
あ
っ
た
と

の
こ
と
で
し
た
。

私
は
農
業
土
木
科
を

昭
和
37
年
に
卒
業
し
た

同
級
生
と
共
に
、
月
夜

谷
山
荘
に
一
泊
し
て
森

先
生
を
囲
ん
で
シ
シ
鍋

の
会
を
や
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
時
は
、
今
は
他
界
さ
れ

て
い
る
馬
場
先
生
も
一
緒
で
と
て

も
楽
し
い
会
だ
っ
た
こ
と
を
今
も

覚
え
て
い
ま
す
。

森
先
生
は
、
岐
阜
農
林
高
校
に

在
籍
し
て
い
た
時
は
20
代
で
、
9

年
間
勤
め
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
し

た
。
最
後
は
加
納
高
校
で
退
職
を

さ
れ
ま
し
た
が
、
同
級
生
の
高
橋

君
と
共
に
当
時
の
学
生
時
代
の
思

い
出
話
に
花
が
咲
き
、
と
て
も
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

左
・
高
橋
さ
ん
、
真
中
・
森
先
生
、
右
・
堀
部
さ
ん

恩
師
、
森
宗
一
先
生
へ

�

友
と
訪
ね
る

�

堀
部
敏
夫（
Ｓ
37
土
木
卒
）

同窓会総会・講演会・懇親会のご案内

会　場 ホテルグランヴェール岐山
岐阜市柳ケ瀬6丁目14番地　電話：058-263-7111

会　費 30代以上　6,000円
20代は　　4,000円

世話人 平成10年3月卒業生（平成9年度卒業生）
平成11年3月卒業生（平成10年度卒業生）
平成30年3月卒業生（平成29年度卒業生）
平成31年3月卒業生（平成30年度卒業生）

※本来、前厄を迎えた卒業生、成人式を迎えた卒業生の代
表が総会世話人となりますが、新型コロナウイルス感染
症により懇親会が開催できなかったため、今後当面の間
は、毎回2学年分ずつ開催していきます。

◇当日も受付しております。
◇お車でのご来場はご遠慮ください。

日　時 令和5年10月7日（士）
15：00〜　受　付　　　15：30〜　同窓会総会
16：00〜　講演会　　　17：00〜　懇親会

テーマ 「ゼロからの出発～日本一へ」
　　　　　　　　　　岐阜農林高校時代の学び
講演者：岐阜女子高等学校
　　　　バスケットボール部監督　安江満夫 氏 講師プロフィール

バスケットボール部入部。3年間主力選
手としてインターハイに出場。47年大東
文化大学経済学部入学。大学4年時には
関東大学リーグ最優秀選手・得点王にな
る。大東文化大学卒業後、岐阜女子高等
学校社会科の教員として赴任。着任2年
目（昭和52年）、部がないところから部を
立ち上げ、12年目にインターハイ初出場
（平成元年）。以来全国大会に連続出場回
数を積み上げ、インターハイには30大会
連続32回目出場。ウインターカップ30年
連続31回目の出場中を誇る。平成24年岐
阜国体では岐阜女子高等学校単独チーム
で初の日本一になる。平成27年12月全国
高校選抜大会ウインターカップで残り2
分で逆転で初優勝、平成29年8月全国高
校総体インターハイで初優勝、平成29年
10月の愛媛国体でも単独チームで2回目
の優勝。平成30年全国高校バスケット
ボール選手権大会（ウインターカップ）3
年ぶり2回目の優勝。高校生の3大大会。
インターハイ・国体・ウインターカップ
をすべて全国優勝に導く。
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活
躍
す
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同
窓
生

「
地
域
に
根
付
い
た
店
づ
く
り
」

�

平
成
10
年
3
月
園
芸
科
卒
業

�

林
生
花
店　

代
表　

林
由
幸

私
は
現
在
、
地
元
北
方
町
で
父

の
跡
を
継
い
で
林
生
花
店
を
経
営

し
て
お
り
ま
す
。
生
花
店
を
営
む

両
親
の
姿
を
見
て
き
ま
し
た
の

で
、
進
路
も
自
然
と
岐
阜
農
林
高

校
園
芸
科
を
希
望
い
た
し
ま
し
た
。

入
学
後
は
、
花
に
関
す
る
基
礎

を
学
び
、
2
年
生
で
は
、
洋
ラ
ン

を
専
攻
し
シ
ン
ピ
ジ
ウ
ム
栽
培
を

中
心
に
ハ
ウ
ス
栽
培
の
作
業
を
通

し
て
沢
山
の
知
識
や
経
験
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

又
、
当
時
バ
ラ
の
栽

培
を
先
生
と
手
探
り
状

態
で
始
め
失
敗
を
繰
り

返
し
な
が
ら
試
行
錯
誤

し
た
経
験
が
当
時
は
と

て
も
大
変
だ
と
思
い
ま

し
た
が
、
今
で
は
農
林

高
校
だ
か
ら
こ
そ
で
き

た
貴
重
な
経
験
だ
っ
た

と
感
じ
ま
す
。

高
校
卒
業
後
は
、
県

内
の
生
花
店
で
修
行
さ

せ
て
頂
き
、
20
年
ほ
ど

前
か
ら
実
家
の
生
花
店

に
戻
り
仕
入
れ
か
ら
作
成
、販
売
、

葬
儀
業
な
ど
幅
広
く
携
わ
っ
て
お

り
ま
す
。

商
店
街
の
中
に
あ
る
店
舗
で
は
、

地
元
の
お
客
様
を
中
心
に
ご
利
用

い
た
だ
い
て
お
り
、
切
り
花
か
ら

胡
蝶
蘭
、
観
葉
植
物
等
、
豊
富
な

品
ぞ
ろ
え
で
対
応
で
き
る
よ
う
心

が
け
て
お
り
ま
す
。

最
近
で
は
S
N
S
を
通
じ
て
県

外
の
お
客
様
か
ら
も
お
問
い
合
わ

せ
を
い
た
だ
き
有
難
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
流
行

で
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
様
々
な
変

化
が
あ
り
、
ど
の
業
種
で
も
そ
う

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
こ
こ
数

年
の
間
に
会
社
と
し
て
も
大
き
く

変
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期

で
し
た
。
い
か
に
柔
軟
に
、
よ
り

敏
速
に
対
応
し
答
え
て
い
く
か
、

と
て
も
求
め
ら
れ
た
様
に
感
じ
て

お
り
ま
す
。

数
年
前
か
ら
は
、
地
域
の
活
性

化
に
少
し
で
も
貢
献
出
来
た
ら
と

思
い
、
地
元
の
商
工
会
等
で
も
積

極
的
に
活
動
さ
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。
又
、
活
動
を
通
し
て
色
々

な
業
種
の
方
と
の
交
流
、
情
報
交

換
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
大
変
勉

強
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
に
根
付
い
た

店
づ
く
り
を
心
掛
け
、
地
域
の
活

性
化
に
少
し
で
も
貢
献
出
来
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。

農
業
ク
ラ
ブ
活
動
報
告

第
74
回

日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

�

県
大
会

【
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
】

令
和
5
年
7
月
4
日
（
火
）

�

郡
上
高
校

分
野
Ⅱ
類　

優
秀
賞

世
界
農
業
遺
産
を
未
来
へ
繋
ぐ

～
こ
れ
ま
で
に
な
い
鮎
の
加
工
品

開
発
と
養
殖
鮎
の
ブ
ラ
ン
ド
化
～

�

3
Ａ　

横
山　

惺
也

�

3
Ａ　

堀　
　

尚
隆

�

3
Ａ　

下
田　

祐
愛

�

3
Ａ　

所　
　

歩
那

�

3
Ａ　

杉
本
祐
紀
乃

�

3
Ａ　

太
田
小
巴
音

�

3
Ａ　

立
川　

菜
桜

分
野
Ⅲ
類　

最
優
秀
賞

広
が
る
、
繋
が
る
ま
く
わ
う
り　

～
食
文
化
と
心
に
残
す
伝
統
野
菜
～

�

3
Ａ　

岩
田　

恭
子

�

3
Ａ　

北
川　

裕
菜

�

3
Ａ　

金
森　

早
紀

�

3
Ａ　

櫻
井
優
里
奈

�

3
Ａ　

伊
藤　

涼
楓

�

3
Ａ　

小
寺　

里
奈

�

3
Ａ　

塚
本　
　

梢

【
意
見
発
表
会
】

令
和
5
年
7
月
4
日
（
火
）

�

郡
上
高
校

分
野
Ⅰ
類　

最
優
秀
賞

�

2
Ｆ　

山
崎
明
日
美

「
ニ
ワ
ト
リ
が
飛
ん
だ
日
」

分
野
Ⅱ
類　

優
秀
賞

�

　

3
Ｅ　

廣
瀬　
　

渉

「
人
と
生
き
物
が
と
も
に
暮
ら
す

�

環
境
保
全
型
農
業
の
推
進
」

分
野
Ⅲ
類　

優
秀
賞

�

3
Ｈ　

稲
垣　

心
汰

「
花
を
通
し
て
伝
え
た
い
こ
と
」

【
農
業
鑑
定
競
技
会
】

令
和
5
年
7
月
25
日
（
火
）　

�

加
茂
農
林
高
校

分
野　

農
業　

　

最
優
秀
賞�

3
Ｄ　

若
林　

涼
夏

　

優
秀
賞�

3
Ｄ　

森　

千
紗
都

分
野　

園
芸　

　

優
秀
賞�

3
Ｈ　

堀
井
す
ず
菜

�

2
Ｈ　

木
村　

宥
哉

�

2
Ｈ　

村
橋　

奏
美

�

2
Ｈ　

寺
口
菜
々
実

�

2
Ｈ　

山
本　

望
央

�

2
Ｈ　

丹
羽　

遥
香

分
野　

畜
産　

　

最
優
秀
賞�

3
Ａ　

浅
野　
　

椿

　

優
秀
賞�

3
Ａ　

臼
井　

建
太

�

3
Ａ　

畑　

ゆ
き
は

�

2
Ａ　

島
塚　

花
凪

分
野　

食
品　

　

最
優
秀
賞�

2
Ｂ　

細
野　

颯
太

　

優
秀
賞�

2
Ｆ　

曽
我
真
里
絵

�

3
Ｆ　

高
橋　

七
菜

�

1
Ｆ　

長
屋　

旬
亮

�

3
Ｂ　

加
藤　

礼
惟

�

3
Ｂ　

横
山　

志
帆

�

3
Ｆ　

伊
藤　

杏
佳

分
野　

森
林

　

最
優
秀
賞�

3
Ｎ　

増
井　

弘
美
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優
秀
賞�

3
Ｎ　

林　
　

巧
真

�

3
Ｎ　

岡
島　

芽
里

分
野　

農
業
土
木

　

最
優
秀
賞�

3
Ｅ　

永
田　

仁
志

　

優
秀
賞�

3
Ｅ　

松
尾　

詩
織

【
平
板
測
量
競
技
会
】

令
和
5
年
7
月
18
日
（
火
）

�
飛
騨
高
山
高
校

優
秀
賞

岐
阜
農
林
高
校
Ａ
チ
ー
ム

�

2
Ｅ　

所　
　

巧
真

�

2
Ｅ　

福
田　

涼
介

�

2
Ｅ　

松
井　

心
海

岐
阜
農
林
高
校
Ｂ
チ
ー
ム

�

2
Ｎ　

長
尾　

桜
子

�

2
Ｎ　

林　
　

英
汰

�

2
Ｎ　

和
田
凛
良
愛

【
家
畜
審
査
競
技
会　

乳
用
牛
の
部
】

令
和
5
年
6
月
16
日
（
金
）

�

岐
阜
県
畜
産
研
究
所（
山
岡
）

　

優
秀
賞�

3
Ａ　

鎌
倉　

由
奈

【
家
畜
審
査
競
技
会　

肉
用
牛
の
部
】

令
和
5
年
6
月
28
日
（
水
）

�

岐
阜
県
畜
産
研
究
所（
清
見
）

　

最
優
秀
賞�

1
Ａ　

勝
目　

裕
貴

【
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
競

技
会
】

令
和
5
年
7
月
11
日
（
火
）

�

岐
阜
農
林
高
校

　

最
優
秀
賞�

3
Ｈ　

長
屋　

光
莉

【
農
業
情
報
処
理
競
技
会
】

令
和
5
年
6
月
29
日
（
木
）

�

大
垣
養
老
高
校

　

優
秀
賞�

3
Ｄ　

林　
　

杏
樹

令
和
5
年
度

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
学
校
農
業
ク

ラ
ブ
連
盟　

ブ
ロ
ッ
ク
大
会

令
和
5
年
8
月
1
日
（
火
）

愛
知
県
刈
谷
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

【
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
】

分
野
Ⅲ
類　

最
優
秀
賞

広
が
る
、
繋
が
る
ま
く
わ
う
り

～
食
文
化
と
心
に
残
す
伝
統
野
菜
～

�

3
Ａ　

岩
田　

恭
子

�

3
Ａ　

北
川　

裕
菜

�

3
Ａ　

金
森　

早
紀

�

3
Ａ　

櫻
井
優
里
奈

�

3
Ａ　

伊
藤　

涼
楓

�

3
Ａ　

小
寺　

里
奈

�

3
Ａ　

塚
本　
　

梢

�

2
Ａ　

朝
日　

和
樹

�

2
Ａ　

大
塚
う
た
ね

【
意
見
発
表
会
】

分
野
Ⅰ
類　

最
優
秀
賞

�

2
Ｆ　

山
崎
明
日
美

「
ニ
ワ
ト
リ
が
飛
ん
だ
日
」

第
74
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全

国
大
会　
令
和
5
年
度（
2
0
2
3

年
度
）熊
本
大
会　
10
月
25
日（
水
）

～
26
日（
木
）に
開
催
さ
れ
ま
す
。

�

（
4
月
～
8
月
）

【
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】

団
体
予
選

　

本
校
5

－

0
高
松
南（
香
川
）

　

本
校
2

－

3
海
洋（
新
潟
）

　

本
校
4

－

1
日
吉
ヶ
岡（
京
都
）

　

2
勝
11
点
で
予
選
通
過

団
体
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　

本
校
0

－

5
高
岡
向
陵（
富
山
）

　

ベ
ス
ト
32

3
Ｎ　

杉
浦　

3
Ｎ　

伊
勢

3
Ｅ　

篠
田　

2
Ｎ　

田
島

2
Ｅ　

笠
松　

1
Ｎ　

梅
村

1
Ｎ　

田
中

個
人
予
選

1
Ｎ　

梅
村　
2
勝
で
予
選
通
過

優
秀
32
選
手
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

1
Ｎ　

梅
村　

2
回
戦
敗
退

◎
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

【
岐
阜
県
総
合
体
育
大
会
】

1
回
戦　

本
校　

141

－

60　

東
濃

2
回
戦　

本
校　

113

－

43　

岐
阜

ブ
ロ
ッ
ク
決
勝

　

本
校　

74

－

95　

高
山
西

5
位
決
定
予
備
戦

本
校　

89

－

66　
岐
阜
総
合
学
園

5
位
決
定
戦

本
校　

92

－

52　

大
垣
日
大

5
位

【
岐
阜
県
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

リ
ー
グ
戦
】

1
部
リ
ー
グ（
Ａ
チ
ー
ム
）

　

本
校
Ａ　

76

－

60　

富
田

　

本
校
Ａ　

75

－

79　

美
濃
加
茂

　

本
校
Ａ　

84

－

66　
岐
阜
総
合
学
園

3
部
Ｆ
リ
ー
グ（
Ｂ
チ
ー
ム
）

　

本
校
Ｂ　

111

－

55　
岐
阜
聖
徳
学
園

　

本
校
Ｂ　

162

－

40　

土
岐
紅
陵

　

本
校
Ｂ　

94

－

76　

各
務
原
西

◎
相
撲
部

【
岐
阜
県
高
校
生
相
撲
優
勝
大
会
】

団
体
の
部　

準
優
勝

3
Ｎ　

杉
浦　

3
Ｎ　

伊
勢

2
Ｎ　

田
島　

1
Ｎ　

梅
村

個
人
の
部

軽
量
級

優　

勝　

2
Ｎ　

田
島
德
文

準
優
勝　

3
Ｅ　

篠
田
楓
輝

中
量
級

第
3
位　

3
Ｎ　

杉
浦
英
哲

　
　
　
　

2
Ｅ　

笠
松
幸
誠

重
量
級

第
3
位　

3
Ｎ　

伊
勢
力
都

　
　
　
　

1
Ｎ　

梅
村
宗
佑

【
岐
阜
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】

団
体
の
部　

優
勝（
4
連
覇
）

3
Ｎ　

杉
浦　

3
Ｎ　

伊
勢

3
Ｅ　

篠
田　

2
Ｎ　

田
島

2
Ｅ　

笠
松　

2
Ｅ　

林

1
Ｎ　

梅
村

個
人
総
合
の
部

第
3
位　

1
Ｎ　

梅
村
宗
佑

　
　
　
　

1
Ｎ　

田
中
東
明

個
人
体
重
別
80
㎏
級

優　

勝　

2
Ｎ　

田
島
德
文

第
3
位　

3
Ｅ　

篠
田
楓
輝

個
人
体
重
別
100
㎏
級

第
3
位　

2
Ｅ　

林
風
我

　
　
　
　

1
Ｎ　

山
下
陽
生

【
全
日
本
体
重
別
選
手
権
大
会
】

ジ
ュ
ニ
ア
男
子　

軽
量
級

第
3
位　

2
Ｎ　

田
島
德
文

【
全
国
高
等
学
校
相
撲
金
沢
大
会
】

団
体
予
選

本
校
1

－

2
向
の
岡
工（
神
奈
川
）

本
校
2

－

1
和
歌
山
商（
和
歌
山
）

本
校
0

－

3
飛
龍（
静
岡
）

1
勝
3
点
予
選
敗
退

3
Ｎ　

杉
浦　

3
Ｅ　

伊
勢

2
Ｎ　

田
島　

1
Ｎ　

梅
村

【
東
海
4
県
高
等
学
校
選
抜
相
撲
大
会
】

団
体
の
部　

準
優
勝

3
Ｎ　

杉
浦　

3
Ｎ　

伊
勢

2
Ｅ　

笠
松　

1
Ｎ　

梅
村

1
Ｎ　

田
中

【
東
海
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】

団
体
の
部　

第
3
位

3
Ｎ　

杉
浦　

3
Ｎ　

伊
勢

3
Ｅ　

篠
田　

2
Ｎ　

田
島

2
Ｅ　

笠
松　

2
Ｆ　

上
月

1
Ｎ　

梅
村

個
人
の
部

軽
量
級

優
勝　
　

2
Ｅ　

林
風
我

第
3
位　

2
Ｎ　

田
島
德
文

軽
重
量
級

優
勝　
　

1
Ｎ　

梅
村
宗
佑

第
3
位　

2
Ｅ　

笠
松
幸
誠

重
量
級

第
3
位　

3
Ｎ　

伊
勢
力
都

◉
相
撲
部

�

2
Ｎ　

田
島
德
文

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会　

個
人
体
重
別
80
㎏

級　

第
3
位

◉
植
物
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部

�

　

3
Ｈ　

稲
垣　

心
汰

�

加
藤　
　

紀

�

佐
々
木
海
力

高
校
生
花
い
け
バ
ト
ル
全

国
選
抜
大
会　

優
勝
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◎
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

【
岐
阜
県
総
合
体
育
大
会
】

1
回
戦

本
校　

125

－

30　

恵
那
農
業

2
回
戦

本
校　

123

－

33　

可
児

ブ
ロ
ッ
ク
決
勝　

本
校　

74

－

61　

土
岐
商
業

決
勝
リ
ー
グ　

本
校　

39

－

73　

県
岐
阜
商
業

本
校　

37

－

100　

岐
阜
女
子

本
校　

53

－

57　

高
山
西　

第
4
位

【
岐
阜
県
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

リ
ー
グ
戦
】

1
部
リ
ー
グ（
Ａ
チ
ー
ム
）

本
校
Ａ　

72

－

73　

美
濃
加
茂

本
校
Ａ　

63

－

69　

土
岐
商
業

2
部
リ
ー
グ（
Ｂ
チ
ー
ム
）

本
校
Ｂ　

76

－

57　

長
良

◎
馬
術
部

【
全
日
本
高
等
学
校
馬
術
競
技
大

会
東
海
地
区
予
選
】

団
体
戦

第
3
位　

全
国
大
会
出
場

【
東
海
高
等
学
校
馬
術
選
手
権
大
会
】

個
人
戦
3
Ａ　

田
島
凛　

第
3
位　

全
国
大
会
出
場

◎
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

【
岐
阜
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会　

岐
阜
地
区
予
選
会
】

第
一
試
合

本
校　

0
－

2　

岐
阜

第
二
試
合

本
校　

0
－

2　

岐
阜
北

◎
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

【
県
高
校
ス
プ
リ
ン
グ
チ
ャ
レ
ン
ジ

カ
ッ
プ
】

第
1
試
合

　

本
校
0

－

2
中
津
商
業

【
県
高
校
総
体　

地
区
予
選
】

第
1
試
合

　

本
校
2

－

0
岐
阜
北

　

県
大
会
出
場

【
県
高
校
総
体
】

第
1
試
合

　

本
校
0

－

2
県
岐
阜
商
業

◎
硬
式
野
球
部

【
春
季
岐
阜
県
高
等
学
校
野
球
大
会
】

1
回
戦

　

本
校　

1

－

8　

加
茂

【
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
岐

阜
大
会
】

1
回
戦

　

本
校　

5

－
6　

大
垣
商
業

◎
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

【
岐
阜
県
高
等
学
校
県
総
体
】

第
1
試
合

　

本
校
0

－

8
多
治
見
西

【
岐
阜
県
高
等
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
選
手
権
大
会
】

第
1
試
合

　

本
校
4

－

3
土
岐
商
業

第
2
試
合

　

本
校
0

－

7
本
巣
松
陽

　

第
3
位

◎
水
球
部（
男
子
）

【
大
垣
カ
ッ
プ
】

予
選
リ
ー
グ

　

本
校
0

－

15
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
Ｕ
18
代
表

　

本
校
1

－

13
四
日
市
中
央
工
業

9
～
12
位
決
定
リ
ー
グ

　

本
校
4

－

13
稲
生

　

本
校
8

－

11
乙
訓

　

本
校
5

－

8
岡
崎
城
西

　

12
位

【
岐
阜
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】

決
勝

　

本
校
0

－

24
大
垣
東
高
校

　

第
2
位

【
岐
阜
県
春
季
水
球
選
手
権
】

　

本
校
Ａ
9

－

2
岐
阜
水
球
ク
ラ
ブ
Ｗ

　

本
校
Ａ
2

－
6
大
垣
水
球
ク
ラ
ブ
1

　

本
校
Ａ
3

－
9
大
垣
水
球
ク
ラ
ブ
2　

　

本
校
Ａ
8
－
10
エ
ル・ア
テ
イ
ン
長
浜
Ｂ

　

6
位

　

本
校
Ｂ
0

－

9
大
垣
水
球
ク
ラ
ブ
Ａ

　

本
校
Ｂ
8

－

0
エ
ル・ア
テ
イ
ン
長
浜
Ｂ

　

予
選
2
位

　

本
校
Ｂ
10

－

0
大
垣
水
球
ク
ラ
ブ
Ｂ

　

本
校
Ｂ
2

－

10
エ
ル・ア
テ
イ
ン
長
浜
Ａ

　

本
校
Ｂ
9

－

10
名
古
屋
水
球
ク
ラ
ブ

　

第
4
位

【
東
海
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】

1
回
戦

本
校

－

四
日
市
中
央
工
業
高
校

不
戦
敗（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感

染
者
多
数
の
た
め
）

◎
水
球
部（
女
子
）

【
岐
阜
県
春
季
水
球
選
手
権
】

岐
阜
水
球
ク
ラ
ブ
と
し
て
出

場
、大
垣
水
球
ク
ラ
ブ
女
子
に

5

－

3
で
勝
利

【
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
夏
季
水
泳
競
技
大

会
東
海
大
会
】

岐
阜
水
球
ク
ラ
ブ

2

－

11　
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ａ
静
岡

岐
阜
水
球
ク
ラ
ブ

6

－

17　

リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
三
重

3
位

（
神
山
、岡
島
、和
田
、井
戸
、佐

藤
、佐
藤
、久
保
の
7
名
出
場
）

【
国
民
体
育
大
会
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
】

女
子　

神
山
咲
樹
、和
田
凛
良
愛

2
名
が
岐
阜
選
抜
に
選
ば
れ
出
場

【
西
日
本
女
子
水
球
選
手
権
大
会
】

岐
阜
水
球
ク
ラ
ブ
と
し
て
出
場　

4
位

（
神
山
、和
田
、井
戸
、佐
藤
か
、

久
保
の
5
名
出
場
）

予
選
リ
ー
グ

岐
阜
水
球
ク
ラ
ブ

15

－

0　

奈
良

岐
阜
水
球
ク
ラ
ブ

13

－

4　

神
戸
水
球
ク
ラ
ブ

岐
阜
水
球
ク
ラ
ブ

4

－

2　

Ｋ
Ｗ
Ｐ
Ｃ

3
勝

準
決
勝
リ
ー
グ

岐
阜
水
球
ク
ラ
ブ

11

－

2　

尼
崎
北
高
校

岐
阜
水
球
ク
ラ
ブ

6

－

12　

京
都
踏
水
会

岐
阜
水
球
ク
ラ
ブ

7

－

5　

帝
塚
山
Ａ

2
勝
1
敗

準
決
勝

岐
阜
水
球
ク
ラ
ブ　

3

－

16　

鴨
沂
高
校

3
位
決
定
戦　

岐
阜
水
球
ク
ラ
ブ　

9

－

12　

ピ
シ
チ
ー
ナ
静
岡

◎
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
男
子

【
岐
阜
県
高
校
総
合
体
育
大
会　

岐

阜
地
区
予
選
】

個
人

一
回
戦
2
Ｄ
髙
橋
宥
紀
・
3
Ｅ
小
野
佑
世

④

－

0　

羽
島
北

1
Ｂ
林　

蒼
真
・
1
Ｄ
三
島　

柊

④

－

3　

岐　

山

2
Ｄ
上
山
剛
琉
・
1
Ｎ
寺
井
奨
剛

④

－

0　

岐　

山

2
Ｅ
椎
葉
晴
輝
・
2
Ｅ
児
玉
瑛
祐

0

－

④　

県
岐
商

2
Ｅ
粟
野
夢
叶
・
2
Ｅ
青
木
陸
大

1

－

④　

県
岐
商

2
Ｆ
多
賀
稜
真
・
2
Ｅ
横
田
颯
斗

④

－

3
鶯　

谷

二
回
戦
2
Ｄ
髙
橋
宥
紀
・
3
Ｅ
小
野
佑
世

④

－

3
鶯　

谷

1
Ｂ
林　

蒼
真
・
1
Ｄ
三
島　

柊

④

－

0
岐　

阜

2
Ｄ
上
山
剛
琉
・
1
Ｎ
寺
井
奨
剛

④

－

2
鶯　

谷

三
回
戦
2
Ｄ
髙
橋
宥
紀
・
3
Ｅ
小
野
佑
世

0

－

④
美
濃
加
茂

1
Ｂ
林　

蒼
真
・
1
Ｄ
三
島　

柊

1

－

④
県
岐
商

2
Ｄ
上
山
剛
琉
・
1
Ｎ
寺
井
奨
剛

2

－

④
美
濃
加
茂

【
岐
阜
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
】

団
体
1
回
戦　

本
校
③

－

0
斐
太
高
校

2
回
戦　

本
校
0

－

②
中
津
商
業
高
校

個
人
1
回
戦
2
Ｄ
上
山
剛
琉・1
Ｎ
寺
井
奨
剛

④

－

2　

大
垣
北

1
Ｂ
林　

蒼
真・1
Ｄ
三
島　

柊

3

－

④　

大
垣
東

2
Ｄ
髙
橋
宥
紀
・
3
Ｅ
小
野
佑
世

1

－

④　

県
岐
阜
商
業

2
回
戦
2
Ｄ
上
山
剛
琉・1
Ｎ
寺
井
奨
剛

0

－

④　

中
京

【
国
民
体
育
大
会　

少
年
の
部
二

次
選
考
会
】

ダ
ブ
ル
ス

1
回
戦
2
Ｄ
上
山
剛
琉
・
1
Ｎ
寺
井
奨
剛

1

－

④　

県
岐
阜
商
業
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【
岐
阜
県
高
校
新
進
大
会
】

個
人
戦

予
選
リ
ー
グ

2
Ｄ
上
山
剛
琉
・
1
Ｎ
寺
井
奨
剛

2
勝
1
Ｂ
林　

蒼
真
・
1
Ｄ
三
島　

柊

2
勝　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
出
場

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

1
回
戦
2
Ｄ
上
山
剛
琉
・
1
Ｎ
寺
井
奨
剛

④

－

1　

岐
阜
各
務
野

2
回
戦
2
Ｄ
上
山
剛
琉
・
1
Ｎ
寺
井
奨
剛

1

－

④　

中
京

1
Ｂ
林　

蒼
真
・
1
Ｄ
三
島　

柊

1

－

④　

恵
那

◎
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
女
子

【
岐
阜
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】

団
体
1
回
戦　

本
校　

1

－

②　

中
京

3
Ｆ
内
藤
穂
乃
佳・3
Ｆ
長
谷
川
く
れ
は

3

－

④　

徳
永
・
藤
原

3
Ｆ
青
山
和
加・3
Ｆ
山
本
亜
未

2

－

④　

中
島
・
吉
村

1
Ａ
日
比
野
心
泉・3
Ｈ
橋
本
さ
く
ら

④

－

3　

加
藤
・
宮
下

【
国
民
体
育
大
会　

少
年
の
部
一

次
選
考
会
】

ダ
ブ
ル
ス

1
回
戦
1
Ａ
日
比
野
心
泉・1
Ｎ
野
尻
明
里

1

－

④
長
良

1
Ｆ
佐
藤
明
依・1
Ｄ
清
水
一
花

0

－

④
鶯
谷

【
岐
阜
県
高
校
新
進
大
会
】

個
人
戦

予
選
リ
ー
グ

1
Ａ
日
比
野
心
泉・1
Ｎ
野
尻
明
里

2
勝　

よ
っ
て
、決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
に
出
場

1
Ｆ
佐
藤
明
依・1
Ｄ
清
水
一
花

0
勝

準
予
選
リ
ー
グ

1
回
戦
1
Ａ
日
比
野
心
泉・1
Ｎ
野
尻
明
里

0

－

④　

岐
山

2
回
戦
1
Ａ
日
比
野
心
泉・1
Ｎ
野
尻
明
里

2

－

④　

恵
那

◎
卓
球
部

【
岐
阜
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】

本
校　

2
―
3　

可
児
工
業

【
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会　

地
区

予
選　

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
】

2
Ｂ　

藤
田
昴

2
Ｆ　

伊
藤
陸
人

県
大
会
出
場

◎
陸
上
競
技
部

【
岐
阜
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】

東
海
総
体
出
場

男
子
400
ｍ
Ｈ

3
Ｅ　

小
西　

遥
斗　

第
2
位

女
子
400
ｍ
Ｈ　

2
Ｆ　

駒
田　

典
花　

第
2
位

2
Ａ　

山
際
ひ
か
り　

第
6
位

女
子
4
×
100
ｍ
Ｒ　

第
4
位

2
Ｂ　

棚
橋　

七
海

2
Ｈ　

津
屋　

葉
月

2
Ｆ　

駒
田　

典
花

2
Ａ　

山
際　

ひ
か
り

【
岐
阜
県
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
】

東
海
選
手
権
出
場

男
子
400
ｍ
Ｈ　

第
4
位

3
Ｅ　

小
西　

遥
斗　

女
子
や
り
投　

第
3
位

3
Ｆ　

棚
橋
菜
々
美　

女
子
400
ｍ
Ｈ　

第
5
位

2
Ｆ　

駒
田　

典
花　

男
子
4
×
400
ｍ
Ｒ　

第
3
位

3
Ｆ　

片
岡　

陸
哉　

3
Ｅ　

小
西　

遥
斗　

3
Ｄ　

近
藤　
　

旭　

2
Ｅ　

熊
坂　

威
恒　

2
Ｈ　

高
橋　
　

凛　

女
子
4
×
100
ｍ
Ｒ　

第
4
位

2
Ｂ　

棚
橋　

七
海　

2
Ｈ　

津
屋　

葉
月　

2
Ｆ　

駒
田　

典
花　

2
Ａ　

山
際　

ひ
か
り　

◎
剣
道
部

【
本
巣
武
道
大
会
】

男
子
個
人

3
Ｅ　

山
口
暖
喜　

優
勝

2
Ｅ　

熊
崎
創
太　

準
優
勝

女
子
個
人

3
Ｎ　

日
浦
伊
織　

優
勝

3
Ｆ　

永
田
美
妃　

準
優
勝

【
岐
阜
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】

男
子
個
人

3
Ｅ　

山
口
暖
喜　
1
回
戦
敗
退

2
Ｅ　

熊
崎
創
太　
1
回
戦
敗
退

女
子
個
人

3
Ｎ　

日
浦
伊
織　
2
回
戦
敗
退

3
Ｆ　

永
田
美
妃　
2
回
戦
敗
退

【
岐
阜
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】

女
子
団
体

1
回
戦　

本
校　

4
―
0　

岐
阜
高
専

2
回
戦　

本
校　

0
―
2　

県
岐
商

男
子
団
体

1
回
戦　

本
校　

0
―
3　

斐
太

【
岐
阜
市
民
剣
道
大
会
】

男
子
団
体　

3
位
入
賞

【
岐
阜
県
高
等
学
校
剣
道
大
会
】

男
子
団
体

1
回
戦

本
校　

3
―
1　

合
同（
可
児
、

可
児
工
業
）

2
回
戦

本
校　

4
―
0　

加
茂

3
回
戦

本
校　

3
―
2　

市
岐
商

4
回
戦

本
校　

1
―
1　

大
垣
東

（
代
表
者
戦　

負
け
）ベ
ス
ト
8

女
子
団
体

1
回
戦

本
校　

3
―
1　

大
垣
日
大

2
回
戦

本
校　

0
―
3　

済
美

◎
柔
道
部

【
岐
阜
県
高
校
総
体　

岐
阜
地
区
予
選
】

男
子
個
人
66
㎏
級

　

3
Ｄ　

髙
御
堂　

凌
大

　

第
3
位

男
子
個
人
81
㎏
級

　

2
Ｈ　

林　

一
穂　

第
3
位

男
子
個
人
81
㎏
級

　

1
Ｅ　

岡
安　

樹
希　

第
4
位

女
子
個
人
48
㎏
級

　

3
Ｅ　

加
藤　

奈
美　

第
2
位

【
岐
阜
地
区
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】

男
子
団
体
戦　

第
3
位

◎
演
劇
部

【
岐
阜
県
高
等
学
校
演
劇
大
会　

岐
阜
地
区
大
会
】

　
（
上
位
6
校
・
県
大
会
出
場
）

　
（
優
秀
賞
）

【
岐
阜
県
高
等
学
校
演
劇
大
会
】

　
（
瑞
穂
市
長
賞・中
部
大
会
出
場
）

　
（
優
秀
賞
）

◎
吹
奏
楽
部

【
岐
阜
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
岐

阜
西
部
地
区
大
会
】

Ｂ
編
成　

銀
賞

◎
放
送
部

【
岐
阜
県
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
】

研
究
発
表
部
門　

第
2
位

　

2
Ｄ　

堀　

結
音
子

　
　
　
　

廣
瀬　

梨
沙

　

2
Ｈ　

大
澤　

空
知

　

2
Ａ　

福
田　
　

愛

朗
読
部
門　

第
6
位

　

2
Ｈ　

吉
村　

有
未

Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン

テ
ス
ト
出
場

◎
書
道
部

【
岐
阜
県
青
少
年
美
術
展
青
年
部
】

入
選　

3
Ｆ　

永
池　

実
礼

入
選　

2
Ｄ　

山
嶋　

紗
々
乃

入
選　

1
Ａ　

宇
野　

こ
と
み

【
学
芸
書
道
全
国
展
】

奨
励
賞　

2
Ｄ　

山
嶋　

紗
々
乃

特　

選　

3
Ｆ　

永
池　

実
礼

特　

選　

2
Ｅ　

髙
木　

健
介

◎
美
術
部

【
岐
阜
地
区
高
等
学
校
美
術
展
】

3
Ｈ　

髙
谷　

光　

「
信
仰
」　

優
秀
賞

3
Ｎ　

増
井　

弘
美　

「
混
沌
」　

優
秀
賞

3
Ｆ　

田
中　

優
菜　

「
逃
避
」　

優
秀
賞

3
Ｂ　

林　

彩
乃　

「
色
彩
」　

優
秀
賞

◎
植
物
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部

【
高
校
生
花
い
け
バ
ト
ル
花
き
の

日
大
会
（
東
海
地
区
予
選
）】

優
勝3

Ｈ
加
藤
紀
・
2
Ｈ
林
一
穂

◎
簿
記
部

日
商
簿
記
検
定
1
級
合
格

�

2
Ｄ　

伊
藤
颯
亮
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シ
リ
ー
ズ
「
岐
農
人
」
②

松
本 

美
穂 

さ
ん

�

（
平
成
20
年
園
芸
科
学
科
卒
）

岐
阜
を
盛
り
上
げ
た
い
漫
画
家

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
由
愛
乃
ナ

カ
さ
ん
。
岐
阜
農
林
高
校
の
生
徒

の
イ
ラ
ス
ト
を
制
作
す
る
た
め
の

取
材
に
本
校
を
訪
ね
て
み
え
た
縁

で
取
材
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

結
婚
を
さ
れ
子
供
を
一
人
育
て

創
立
百
二
十
周
年
記
念
研
究
の
紹
介

食
品
科
学
科

「
こ
だ
わ
り
の
マ
ド
レ
ー
ヌ
作
り
」

食
品
科
学
科
で
は
、「
食
品
製

造
」「
食
品
分
析
」「
微
生
物
利
用
」

の
3
本
柱
に
基
づ
い
た
専
門
学
習

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
1
年
生

で
食
品
衛
生
や
分
析
実
験
の
基
礎

を
学
び
、
2
年
生
で
は
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
や
産
業
現
場
研
修
を
通

し
て
職
業
観
や
実
践
力
を
高
め
、

3
年
生
で
は
科
目
「
課
題
研
究
」

で
食
品
に
関
す
る
研
究
に
取
り
組

み
、
様
々
な
加
工
品
の
開
発
を
通

し
て
自
分
た
ち
の
学
び
を
形
に
し

て
地
域
に
還
元
を
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
創
立
1
2
0
周
年

を
記
念
し
て
地
域
に
感
謝
の
気
持

ち
と
地
元
食
材
の
魅
力
を
伝
え
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
マ
ド
レ
ー
ヌ

の
開
発
に
関
す
る
研
究
に
取
り
組

生
物
工
学
科

「
ア
ボ
カ
ド
の
産
地
化
を
目
指
し
て
」

生
物
工
学
科
で
は
、
亜
熱
帯
果

樹
ア
ボ
カ
ド
の
栽
培
に
つ
い
て
岐

阜
県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
と
共
同

で
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
地
球
温

暖
化
に
よ
り
岐
阜
地
域
の
年
平
均

気
温
は
将
来
的
に
は
4
℃
上
昇
す

み
ま
し
た
。
原
材
料
は
地
産
地
消

に
こ
だ
わ
り
、
北
方
町
産
の
小
麦

粉
「
タ
マ
イ
ズ
ミ
」
や
本
校
動
物

科
学
科
の
鶏
卵
、
県
産
の
蜂
蜜
を

使
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
原

材
料
の
配
合
も
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
、
最
終
的
に
は
タ
マ
イ
ズ
ミ

の
柔
ら
か
い
食
感
と
蜂
蜜
の
優
し

い
甘
さ
が
感
じ
ら
れ
る
マ
ド
レ
ー

ヌ
が
完
成
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
表

面
に
は
、
3
年
生
が
デ
ザ
イ
ン
し

た
校
章
入
り
の
焼
き
印
を
入
れ
ま

し
た
。「
1
2
0
」
の
部
分
に
校

章
を
あ
し
ら
い
、
創
立
記
念
を
お

祝
い
す
る
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
バ
ー
ナ
ー
で
焼

き
印
を
加
熱
し
、
マ
ド
レ
ー
ヌ
の

表
面
に
押
印
す
る
操
作
は
、
慣
れ

る
ま
で
何
度
も
失
敗
を
し
ま
し
た

が
、
印
を
押
し
あ
て
る
時
間
や
力

加
減
な
ど
徐
々
に
コ
ツ
を
掴
み
、

ア
ボ
カ
ド
の
栽
培
は
歴
史
が
浅

く
、
日
本
熱
帯
果
樹
協
会
の
会
員

交
流
会
へ
積
極
的
に
参
加
し
、
よ

り
最
新
の
情
報
を
入
手
し
て
岐
阜

地
域
で
の
新
た
な
特
産
品
と
し
て

紹
介
で
き
る
よ
う
栽
培
方
法
の
確

立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

本
研
究
は
岐
阜
大
学
の
他
、
静

岡
大
学
農
学
部
や
鹿
児
島
大
学
農

学
部
と
も
ア
ボ
カ
ド
の
栽
培
に
つ

い
て
情
報
交
換
を
行
っ
て
お
り
、

高
大
連
携
に
つ
い
て
も
重
要
な
位

置
づ
け
と
し
て
今
後
も
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
温
暖
な
気
候
と
な
っ
た
時
に

こ
の
地
域
に
適
し
た
作
目
と
し
て

亜
熱
帯
果
樹
で
あ
る
ア
ボ
カ
ド
を

普
及
さ
せ
た
い
と
考
え
栽
培
試
験

を
行
っ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が

ら
、
現
在
の
岐
阜
の
気
候
で
は
冬

の
寒
さ
が
原
因
で
枯
れ
て
し
ま
う

の
で
、
越
冬
対
策
が
必
要
と
な
り

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

記
念
研
究
助
成
金
で
は
、
ア
ボ

カ
ド
を
栽
培
す
る
た
め
の
土
壌
や

ポ
ッ
ト
鉢
を
購
入
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
将
来
的
に
は
耐
寒
性
が
あ

る
ア
ボ
カ
ド
の
品
種
の
苗
を
大
量

に
増
殖
さ
せ
る
た
め
に
組
織
培
養

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
又
、

耐
寒
性
に
つ
い
て
苗
の
段
階
で
判

別
で
き
る
よ
う
岐
阜
大
学
応
用
生

物
科
学
部
園
芸
学
研
究
室
と
の
共

同
で
遺
伝
子
解
析
実
験
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

上
手
に
押
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。こ

の
マ
ド
レ
ー
ヌ
は
式
典
で
来

賓
の
方
に
配
布
し
た
ほ
か
、
校
内

販
売
所
の
「
の
う
じ
ょ
う
く
ん
」

で
も
販
売
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
地

域
の
方
に
も
大
変
好
評
で
し
た
。

本
研
究
で
培
っ
た
商
品
開
発
の
ノ

ウ
ハ
ウ
は
、
課
題
研
究
の
取
り
組

み
を
通
し
て
先
輩
か
ら
後
輩
へ
と

受
け
継
が
れ
、
岐
阜
農
林
高
校
と

地
域
を
繋
ぐ
多
く
の
加
工
品
が
生

ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。
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社
長

松
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守
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編
集
余
記

私
は
放
送
部
の
顧
問
を
し
て
い

る
の
で
す
が
、
四
年
ぶ
り
に
東
京

で
の
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
校
は
研
究
部
門
と
朗
読
部

門
に
出
場
。
朗
読
部
門
で
は
本
校

の
生
徒
は
準
々
決
勝
で
敗
退
し
ま

し
た
が
、
岐
阜
北
高
校
古
田
桃
香

さ
ん
は
全
国
優
勝
し
ま
し
た
。
古

田
さ
ん
は
生
ま
れ
つ
き
視
力
が
弱

い
方
で
、
原
稿
は
全
て
暗
記
さ
れ

て
み
え
ま
し
た
。
岐
阜
県
勢
と
し

て
五
十
三
年
ぶ
り
の
快
挙
に
同
じ

岐
阜
県
人
と
し
て
誇
り
に
思
い
ま

し
た
。

そ
し
て
、
岐
阜
県
高
等
学
校
演

劇
大
会
で
は
、
本
校
演
劇
部
が
発

表
し
た
「
烈
～
い
き
る
」
が
上
位

入
賞
し
、
中
部
大
会
に
駒
を
進
め

ま
し
た
。
生
物
工
学
科
の
笹
野
真

秀
君
が
主
人
公
の
父
親
を
演
じ
る

と
い
う
こ
と
で
見
に
行
き
ま
し
た

が
、
主
人
公
で
あ
る
農
業
高
校
の

男
子
教
員
が
、
戦
争
に
巻
き
込
ま

れ
て
い
く
中
で
、
自
分
自
身
が
何

を
す
べ
き
か
を
真
剣
に
悩
み
、
そ

し
て
行
動
し
て
い
く
姿
に
、
自
分

だ
っ
た
ら
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
？

と
自
問
し
つ
つ
泣
け
て
き
ま
し

た
。
脚
本
は
本
校
の
演
劇
部
顧
問

の
小
澤
先
生
が
部
員
と
協
力
し
て

書
き
下
ろ
さ
れ
た
と
聞
き
ま
し
た

が
、
今
世
界
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
が
終
わ
る
気
配
が
見
ら
れ
ず
、

も
し
こ
の
演
劇
の
よ
う
に
生
徒
達

が
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
っ
た

ら
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
不

安
に
な
り
ま
し
た
。
中
部
大
会
は

十
二
月
に
石
川
県
で
開
催
さ
れ
る

そ
う
で
す
が
、
是
非
、
多
く
の
方

に
見
に
行
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

来
年
度
は
岐
阜
県
で
全
国
総
合

文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

ま
で
島
根
・
群
馬
・
三
重
を
引
率

し
ま
し
た
。
宮
崎
も
引
率
す
る
予

定
で
し
た
が
転
勤
に
よ
り
参
加
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
全
国
か
ら
の

高
校
生
が
集
ま
る
大
会
で
熱
気
が

あ
り
、
生
徒
達
に
あ
の
景
色
を
見

せ
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
本
来
の
高
校
生
の
営
み
が
復

活
し
て
き
た
と
肌
で
感
じ
、
と
て

も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

�

（
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な
が
ら
の
イ
ラ
ス
ト
の
制
作
は
大

変
で
す
が
、
好
き
な
こ
と
だ
か
ら

と
笑
っ
て
答
え
ら
れ
て
み
え
ま
し

た
。
更
に
現
代
人
ら
し
く
Ｘ
（
ツ

イ
ッ
タ
ー
）
を
使
っ
た
情
報
発
信

を
さ
れ
て
い
て
、
岐
阜
に
は
イ
ラ

ス
ト
を
文
化
と
し
て
認
め
る
文
化

が
な
い
か
ら
と
、「
岐
阜
新
文
化

展
」
を
企
画
し
て
い
ろ
い
ろ
な
場

所
で
の
展
示
を
し
な
が
ら
、
イ
ラ

ス
ト
を
新
し
い
文
化
と
し
て
紹
介

さ
れ
て
み
え
ま
す
。

ど
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
何
科
な

の
か
分
か
り
ま
す
か
？
と
て
も

チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
で
農
業
高
校
が

と
っ
て
も
楽
し
い
っ
て
伝
わ
っ
て

き
そ
う
で
す
ね
。
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